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審査要旨 
 十二世紀以降、和歌の表現史においては物語摂取が盛行する。その中心となったのは、物語の中で早くカノン
化した『源氏物語』であることは言うまでもない。従来の和歌における物語摂取研究は、『源氏物語』を中心に展開し
てきた。『源氏物語』に続いて和歌にまとまった影響を与えた作品に、平安後期に創作された『狭衣物語』を挙げる
のは、異論の無いところであろう。特に藤原定家における『狭衣物語』摂取については久保田淳をはじめとする和歌
研究者により具体的な指摘がなされてきた。本論文は、『狭衣物語』を中心に据えた時、どのような和歌表現の歴史
が見えて来るかを主想として、独自の調査・考察を行ない、藤原定家を基軸としながら、より幅広く平安後期～中世
期の表現史の展開を視野におさめた立論を目指したものである。 
 全体は二部構成となっており、第一部は藤原定家が編纂した『物語二百番歌合』の問題を扱う。同歌合は、源氏
物語の和歌と他の物語の和歌とを左右として番えるという、物語享受史上極めて注目すべき作品だが、その前半部
は右方に『狭衣物語』歌を配したものであり、いわば同物語のステイタスの高さを証する基点と位置付けられるから
である。第二部は、摂取の具体的な事例を追った論考、さらに方法についての考察を展開する。 
 第一部「『物語二百番歌合』の基礎的研究」は、三章から成る。第一章「構成」では、当該歌合全体の基礎的事項
を確認したうえで、その採歌状況およびその傾向について仔細に検討した。その結果、このテクストはもとの物語と
読み合わされることを前提に編纂されているとの新しい見解が示されている。このことは、定家自筆本奥書に記され
ている、宣陽門院御本の提供を受け編纂されたという記述の重要性を、大きくクローズアップさせるところとなった。 
そこで第二章「成立」では、宣陽門院の周辺を探り、従来通説的に考えられていた建久期の成立説を退け、女院
の後見者であった源通親が没した後で、定家への編纂下命者である藤原良経の没以前、すなわち建仁２年～建
永元年の成立とする新しい説を提示した。政治状況や後鳥羽院との関係など、当該歌合のもつ政治性を示唆する
論となっている。 
さらに第三章「受容と展開」においては、美麗な料紙で知られる伝藤原為家筆の当該歌合断簡である姫路切を
扱い、書誌的な検討や、同様の料紙に書写された後撰切を比較対象に据えることで、このテクストが鎌倉期の高貴
な女性のもとで賞玩されていた可能性を示唆している。第一章、第二章の結論を古筆切資料の検討から補完する
行き届いた展開である。さらに絵画資料としてフランクフルト本『源氏狭衣物語絵巻』を取り上げ、分析を行い、本絵
巻が『物語二百番歌合』を参考にした可能性があることに言及した。歌合に見出すことのできない要素も存するが、
『狭衣物語』享受の一齣としても、貴重な在外資料の報告となっている。以上、第一部は『物語二百番歌合』を根本
的に再検討し、新たな成立論を示し、従来検討されてこなかった資料にも目を向けた点で、研究上の大きな進展を
示したものと評価できる。『源氏物語』の側に重点が置かれてきたこの歌合について、『狭衣物語』を対とし、『狭衣』
側から照明を当てたところが新しいアプローチと評価できる。 
第二部「和歌における『狭衣物語』摂取」は三章から成る。『物語二百番歌合』の編者定家とその同時代歌人、す
なわち新古今時代の歌人、および中世の後代歌人たちの詠作から、表現分析を行っていく。第一章「地名表現の
摂取」では、飛鳥井、常磐の森、虫明という、『狭衣物語』の飛鳥井の女君に関わる重要地名の系列を取り上げた。
すなわち女君の名称、居所、入水に関わる地名ということになる。飛鳥井自体は催馬楽の影響の強い結果が出た
が、名所題として常磐の山が森に変化・定着した背景に、当該物語の関心の高さの表出を見ている。異論が無い
のは虫明で、新古今期には、和歌の場面設定自体が強く『狭衣物語』に依拠していることが首肯される。いわゆる 
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歌枕の展開において、物語との関係が限定的かつ突出して確認できることは、和歌史的な関心のありようの実態を
明確に示す、ひとつの典型的事例と捉えることができるだろう。丁寧な用例検索と分析とが提示されている。 
第二章「作中歌の摂取」では、『狭衣物語』の作中人物のうち源氏の宮、飛鳥井の女君、女二の宮の詠歌が主に
新古今時代歌人によってどのように注目され、摂取されたかを分析した。 
第三章「『狭衣物語』摂取の方法」は、前二章が物語に即し素材化された要素を取り扱ったのに対して、摂取した
歌人ごとの特質を解析している。第一節は定家、第二節は定家同時代、第三節は定家後と分節されている。定家
は初学期から晩年まで摂取例を拾うことが可能で、その方法的展開と深化とを跡づけることがある程度可能だが、
具体的な作品分析を細かく行っている。定家と同時代歌人としては、藤原良経、俊成卿女、藤原家隆、後鳥羽院、
源通具について述べた。良経は『物語二百番歌合』の製作下命者であり、特に注目されるが、歌人ごとの歌風分析
については、さらに実証的な理論化が望まれる。定家後については、新古今期以降『狭衣物語』摂取は減少し、
『源氏物語』注釈書『仙源抄』の著者長慶天皇と、定家を尊崇したことで知られ膨大な詠歌を残す正徹に、摂取が
認められることを明らかにしている。ここで明らかになった摂取の減少という現象を如何捉えるか、公開審査会の場
においても議論となった。『狭衣物語』には異本が多く、そのことが当該物語の文学史的あり様にどのような意義を
見出すべきなのかという問題である。論者は、異本の多様さ自体が『狭衣物語』がよく享受された証左と述べた。 
  近年、『狭衣物語』研究は進展しつつあるが、和歌の立場から論ずる研究は殆ど見られなかった。その意味で、
本論文の指し示す地平は斬新だが、この研究から今度は『狭衣物語』をどう見るかという視点も、今後の研究展開
においては意識されるべきであろう。 
  以上、本論文は、その作中歌が高く評価された『狭衣物語』が、和歌史にどのような影響を与えたのかを通時的
に検証しようと企図された研究成果である。そのキーパーソンは間違いなく藤原定家であり、論文題目自体にその
ことが的確に表されていることを指摘しておきたい。『物語二百番歌合』について新説を加えるとともに、数多くの摂
取事例を見出して分析することで、和歌ならびに物語享受史研究を着実に進展させるものとなった。 
博士（文学）の学位を授与するに相応しい水準を達成した論文と認められる。 
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